
　ＤＭＲは精密電子計測器ですから、取り扱いには十分ご注意ください。０～＋55
℃、20～85％ＲＨの環境の中でご使用ください。特に高い信頼性が要求されるとき
は、周囲温度や相対湿度をできるだけ良好な条件（Ｔａ＝＋10～＋35℃、ＨＤ＝20
～70％ＲＨ）に保つようにご配慮ください。
　図１に端子台端子配列を示します。

２．１ 電源およびＥＡＲＴＨ

２．２ 信号入力

　信号入力は、Ｈｉ－Ｌｏ（ＴＢ２端子１－端子２）間に加えてください。
  図２に代表的接続例を示します。信号入力が、電流レンジの場合は図２（ｂ）の
ように接続してください。

　ＴＢ２の端子８－端子９間にＲＸ－5400ＡではＡＣ100/110Ⅴ±１０％以内、Ｒ
Ｘ－5401ＡではＡＣ200/220Ⅴ±１０％以内で５０／６０Ｈｚの電源を供給してく
ださい。電源電圧を上記範囲以外で使用された場合は、異常動作や故障をまねきま
すので十分ご注意ください。
　ＴＢ２の端子７のＥＡＲＴＨ（アース）は、必要に応じて大地アースまたは筐体
アースに接続してください。このＥＡＲＴＨ端子には、リヤパネルやラインフィル
タ用コンデンサのコモンが接続されています。

EX-1006B

　この度は、デジタルメータリレーRX-5400A/5401Aをお買上げい
ただきまして、誠にありがとうございます。
安全に正しくご使用いただくために、本書をよくお読みください。
　本取扱説明書は最終的に本機器をお使いになる方に確実にお届けくださ
るとともに、大切に保管してください。

取扱いを誤った場合、死亡・重症などの

危険が及ぶ可能性がある内容を示します。  警告

警　告

●本機器の故障や異常がシステムの事故につながる恐れのある場合に

　は、外部に適切な保護回路を設置してください。

●指定外の電源の使用は火災・故障の原因になります。

●配線作業は必ず電源を切った状態で行ってください。

●腐食性ガスや可燃性ガスのあるところでは使用しないでください。

●本機器の分解・修理・改造は行わないでください。

●本機器の故障や誤作動が直接人命に危害を及ぼす危険性がある場　

　合は、使用しないでください。

注　意
●動力線、リレー、電磁弁、ソレノイドなど強力なノイズ発生源との
　同一配線は避けてください。
●静電気による破損防止のため、必ず本機器にふれる前に人体に帯電
　した静電気を除去してください。
●次に示すような場所でのご使用は避けてください。水や油、薬品がか
　かるところ。塵埃や金属紛、塩分の多いところ。直射日光のあたる
　ところ。周囲温度が0～＋55℃の範囲を越えるところ。湿度の多い
　ところ。温度変化が急激で結露するようなところ。振動や衝撃が激
　しいところ。強力な電磁ノイズや高周波ノイズを発生する機器に近
　いところ。       

取扱いを誤った場合、障害を負ったり機

器が損傷する恐れがある内容を示します。注意

　ＲＸ－５４００Ａ／５４０１Ａは、ＨＩ－ＬＯ二段設定のデジタルコンパレータ
付3　 桁ＬＥＤ表示のＤＭＲ（デジタル・メータリレー）です。
ワンチップMPUを採用し、合理的な設計でローコスト高信頼性を実現しました。
比較数値の設定には、設定操作が簡単でしかも設定値が一目で分かるデジタル・ス
イッチ設定方式を採用しています。
　また、比較出力としては、ＨＩ、ＧＯ、ＬＯともリレー出力を装備しており動作
状態が一目で分かるＬＥＤインジケータ付となっています。
　測定レンジは、199.9ｍⅤ、1.999Ⅴ、19.99Ⅴ、199.9Ⅴの４つの電圧レンジと、
199.9μＡ、1.999ｍＡ、19.99ｍＡ、199.9ｍＡ、1.999Ａの５つの電流レンジが用
意されています。表示素子は、見やすくするため、文字高10ｍｍの７セグメントＬ
ＥＤを使用しています。
　入力方式は、シングルエンド入力方式となっています。供給電源は、ＲＸ－5400
ＡがＡＣ100/110Ⅴ共用、ＲＸ－5401ＡがＡＣ200/220Ⅴ共用です。
　システムでの使用を主体とするため、測定のスタート／ホールド（シングル・オ
ペレーション）が可能です。
　形状・寸法はＤＩＮ規格を採用し、96Ｗ×48Ｈ×95Ｄ(mm)です。パネルマウント
は、本体を取付パネルの前面より差し込み、付属の取付バンドを使って裏側からネ
ジで締めつけるだけで簡単に行えます。
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1．概　要

RX-5400A /5401A
直流測定用デジタルメータリレー
（3    桁表示・デジタル比較式・端子台接続）
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取扱説明書 2．使用方法

図1   端子台端子配列

図2　　代表的接続例
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*電源接続

ＲＸ－５４００Ａ ＲＸ－５４０１Ａ

（信号入力）

ＡＣ１００／１１０Ｖ

ＡＣ１００／１１０Ｖ

ＡＣ２００／２２０Ｖ

ＡＣ２００／２２０Ｖ

＊（注１）オプションで、FZ.PH.BH.PPHの
　　　　　入力端子になります。

＊（注２）PPH対応の場合、ST/H 端子はRESET入力と
　　　　　なります。

＊（注３）オプションで、フォトカプラ（NPNオープンコレクタ型）出力対応可能。
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　前面パネルを取り外し、ジャンパ・ポストを次のように接続してください。
２．３ 小数点表示

1.フリーランモード

ST/H

2.スタート/ホールドモード（シングル・オペレーション）

HOLD

RUN

TSTH

ST/H

TSTW

TSTH：100μs～45ms

TSTW：400ms以上（サンプリングレート2.5回/秒の時）

50ms以上（サンプリングレート20回/秒の時）
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(c) フォトカプラ 
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(d) リレー

リレー

RINH

RINH

RINH

２．４ 測定のスタート／ホールド

２．５ 比較出力

２．６ 比較出力の動作停止

２．７ 比較値の設定方法

　比較設定値に対して入力信号値のＨＩ／ＧＯ／ＬＯの比較が行われ、前面パネル
のＬＥＤインジケータで現在の比較出力の状態が表示されます。接点出力はトラン
スファ接続となっています。
　インタフェース例を図５に示します。

　ＳＴ／Ｈ信号入力（スタート／ホールド信号入力、ＴＢ２端子４）をオープンま
たは“Ｈ”レベル状態にしておくと、サンプリング周期毎に表示の内容が更新され
ます。“Ｌ”レベル状態にすると、表示の内容がホールドされます。また、１００
μｓ～４５ｍｓの正理論シングル・パルスを加えると１回だけ測定更新し、次のシ
ングル・パルスが加えられるまでホールド状態を維持します。
　図３にＳＴ／Ｈ信号を加える場合の回路例、図４にタイミング・チャートを示し
ます。

２．８ ヒステリシス切換

２．９ ピークホールド（オプション）

２．１１ ピーク・ピークホールド（オプション）

２．１２ 強制ゼロ（オプション）

２．１０ ボトムホールド（オプション）

　比較値の設定は、デジタルスイッチにより行います。ＨＩ（上限値）の設定はＨ
Ｉ－ＳＥＴ用デジタルスイッチで、またＬＯ（下限値）の設定はＬＯ－ＳＥＴ用デ
ジタルスイッチで行ってください。
　上下限比較設定値が比較値設定条件を満足しないときは、“ １ ”表示が点滅しま
す。デジタルスイッチの設定を修正してください。
　比較値設定条件、比較値と出力との関係を図６に示します。

　前面パネルを取り外して、図１０に示すヒステリシス切換スイッチを向かって右
側に切り換えると、ヒステリシスを０digitに切り換えることができます。 標準仕
様ではスイッチは左側に設定してあり、ヒステリシスは５digitsです。設定を変更
した時は、必ず電源を一度切り再度電源を入れ直してください。

　ＰＨ信号入力（ピークホールド信号入力、ＴＢ２端子６）を“Ｌ”レベル状態に
しておくと、表示のピーク値がホールドされます。このときの比較出力は入力信号
値とのＨＩ／ＧＯ／ＬＯ比較で出力されます。
　ＰＨ信号入力を“Ｈ”レベルにすると、ピークホールド状態はリセットされ、リ
アルタイムでの測定値を表示します。
　また入力値がマイナス側にオーバフローした場合には、表示はその表示値でブリ
ンクします。

　表示値がゼロ設定値～＋１９９９（ただし、入力値がオーバフローした場合を除
く）の時、ＦＺ信号入力（強制ゼロ信号入力、ＴＢ２端子６）を“Ｌ”レベル状態
にするとその時点でゼロ表示し、その時の入力値を基準として入力値を測定します。
　また入力値がオーバフローした場合には、表示はその表示値でブリンクし、表示
値が±２０００以上となるような場合には、±１９９９表示でブリンクします。
　なお、オーバフロー時にＦＺ信号入力を“Ｌ”レベルにしても無効となり、この
場合最初の有効測定値をゼロとします。

　ＢＨ信号入力（ボトムホールド信号入力、ＴＢ２端子６）を“Ｌ”レベル状態に
しておくと、表示のボトム値がホールドされます。このときの比較出力は入力信号
値とのＨＩ／ＧＯ／ＬＯ比較で出力されます。
　ＢＨ信号入力を“Ｈ”レベルにすると、ボトムホールド状態はリセットされ、リ
アルタイムでの測定値を表示します。
　また入力値がプラス側にオーバフローした場合には、表示はその表示値でブリ
ンクします。

　比較出力の動作停止信号（ＲＩＮＨ）を加えると、比較出力の状態にかかわらず
全てのリレーは、ＯＦＦとなります。このとき前面パネルのＬＥＤインジケータも
消灯します。
　比較出力動作停止信号を解除したときは、リレーは動作復帰し、ＬＥＤインジケ
ータも点灯します。接点入力の場合は、図２に示すように接点をＴＢ２の端子５と
端子３の間に接続してください。その他のインタフェース例はＳＴ／Ｈ信号と同様
に図３に示します。
　また、比較出力動作停止信号が加えられていないときも、電源ＯＮ直後の約３秒
間、リレーはＯＦＦとなっています。

　ＰＰＨ信号入力（ピーク・ピークホールド信号入力、ＴＢ２端子６）を“Ｌ”レ
ベル状態にすると、表示値が０となり、その時点からピーク・ピーク値がホールド
されます。このときの比較出力は、表示値（＝ピーク・ピーク値）とのＨＩ／ＧＯ
／ＬＯ比較で出力されます。
　ピーク・ピークホールド表示の場合、ＴＢ２端子４（ＳＴ／Ｈ信号入力）はピー
ク・ピークホールド値のゼロリセット入力端子となります。ＴＢ２端子４を“Ｌ”
レベル状態にすると、ピーク・ピークホールド値がゼロリセットされます。“Ｈ”
レベル状態に戻すと、その時点の入力値からピーク・ピーク値がホールドされ、そ
の値が表示されます。
　また入力値がオーバフローした場合には、その表示値でブリンクします。ピーク・
ピーク値が２０００以上となるような場合には、１９９９表示でブリンクします。

図3 ホールド制御信号および比較出力動作停止信号の与え方

図4 タイミングチャート

DP1（10 1 桁）点灯　

DP2（10 2 桁）点灯  

DP3（10 3 桁）点灯  



　図5　比較出力の構成およびインターフェース例

図7　メータリレーの取り付け方法

図8　リヤパネルの説明

２．１３ パネルマウント

　パネルマウントは、本体を取り付けパネルの前面より差し込み、付属の取り付け
バンドを使って裏側からネジで締め付けるだけで簡単に行えます。
　図７にメータリレー取り付け方法、図８にリヤパネル面の説明図を示します。ま
た、図９に本ＤＭＲの外形寸法とパネルカット寸法を示します。

　図6　比較値設定条件、比較値と出力の関係 図9   外形寸法・パネルカット寸法図　
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※寸法外の端子使用注意

（端子台が破損します）

入力信号

+1000

+ 994

- 994

-1000

HI設定値

例.1　一般的な設定例

例.2　ヒステリシスがクロスしている場合

1　比較値設定条件

2　比較値設定値と比較出力との関係

（1）　HI＞(LO＋LOヒステリシス)

（2）　LO＜(HI－HIヒステリシス)

HIヒステリシス

LOヒステリシス

LO設定値

HI出力

GO出力

LO出力

入力信号

-5

-1
+1

+5HI設定値

HIヒステリシス
LOヒステリシス

LO設定値

HI出力

GO出力

LO出力

取付バンド

取付板厚

小数点設定のとき
前面パネルを取りはずす

0.5mm～5mm

*本体を前面より差し込み、取付バンドで裏側から固定してください。

パネルカット

+ 1 9 9 9

- 1 9 9 9
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